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合 計 34 100
（注）①上記の他に住二ε新築，こ伴う牛舎分
　　離を行なった農家が11戸あつた。②
　　現在牛を飼つていない農家も含む。
第8表　アンケート調査農家の建物概汎　（1962）
＼＼　項＼
川 1戸あたり建物，宅地而積 イ：1三宅改善指標
農家防＼篇隠鶉篇｝⇒，所あ，…却跳な、緬城仲り…加㍗瓢
住宅経
現
在
和
牛
を
逆年数
葉i標刷‡謬ll筆已筆1；ll鷲糠i
　…一鯵1難1斗iii；き繍
舎iぷ㌘㌘閲⊇元；∫16・・9．・148・．・i・・．・1
誓閨願別｛謬
53るi24㍗i75Z
51．8
25・Oi
．．当
　　　　　i29・4：55・6175・α
　　　44．8i
　　　53・gi
　　　13・61
　　そ　　　　　　　ぐ72．8｛　28．6i
　　ミ　　　　　　　91．8i　25．G｝
72・・i・2・・i
酬　　奪
瓢；；：l
　　　iili
・8・・i’ﾋ．‥元・・1・…1 72．4
102．7
101．7
農
家 牛
あト…一
‘：x
㌦或別馴隣芝　部　｝　74．5　　　1112・9
　……1・…・一
2G6．Gl　286．Oi　570．2i　36．9145ユ51．7187．1…64．0　48。0
・99．・1274．7｝728．。28．・1・3．378．・：97．・］87．・…49．・
嫡、、13．、｛、、5．236G．。，62。．。
　　　　　…
i小計ま嫌平均1・・2・・1・・3・・…・8・・81・・2・・
　　き138・Oi　192・71590・2｛24・6
216・3奄Q82・8682・　；；：4
　　i　　　｝　　　1
　　｛　　　　　　　　1
　　　　　　　　…
　　　　・7．・｝’87．・’1・・．・P5三i…43・5
　 　　1；：iに：：1｝1；1：；…il：li　ll：；
メ．．＿．．∴＿＿．．．…一⊥＿．L＿
32・21・4・3｛66・・、92・2i75・549・・
合i汁または平均
以前｝住宅内牛舎
　　ミ嫡iイ］三て外牛舎
・…3｛F・95・3｝26L3…52・・5i38・7…46・5い5・382・・i53・6｛62・5
1：1：：i欝鷲；1：1…
　　l　　　　　　　　　　　　i
34．7
32・1］
1：：：｝：；：：i誤：：；に1：1
緯・たぽ均1・1…i・・…1266・・1529・9｝36・447・・i・7・・｝・・455・26…
（注）①建ぺい11ζは宅地而積と建物i婦パの爾方がわかつた農家のみについで算出したため，表の数
　　字を誘算した場合とはヌ1る，②カマドとは煙突のついたものを指す。
鋤陰地方における農村｛三｛三宅改等の動何　　（第3報） （45）
でのべるように牛舎分離の重要な条件となる。
　②　水田率が低い：L∫ξ間部農家には差が認められない
が，平坦部では11．5％の灘きがある。前記の新築住宅
調査（8）でもこの傾向が強い。平坦地畑｛ノ濃家における和
牛舎の一般的傾向③をあらわしているものと思われる。
　③農業現金取入の金額が㍍い：①②と関係づけて説
溺することができる。
　④　農業への依存度が高い：全休としては専業農家が
約7％多いが，平坦部ではかえつて兼業農家に牛舎分離
農家が多い。生活水準の高さに1娼係があると思、われる．
　⑤和とト飼育頭数が多い：西部L［1聞地のように頭数が
2頭以上になっても住宅内で飼う場合もあるが，佐宅内
牛舎の多くは1戸1頭成牛飼育の単房間取りになつてい
るから，頭数が2頭以上になると～部または全部を注宅
外で飼う必要が生ずる。また，頭数のふえることは農家
経営における和｜二部門の地位が高まることで，その結果
として専用牛舎による合理的飼育が行なわれることにも
なる。この調査では子午と成牛の区別力判然としなかつ
たため明確な関係を求めることはできなかつたが，ある
程度の傾向は認められる。平坦部農家の場合をとりあげ
ると，住宅内牛舎農家で2頭以上の飼育農家割合は30・0
％であるのに対して牛合分離農家では52．9％と高くな
つている。
　⑥宅地か広く建蔽率が低い：宅地面積と耕地規摸に
は強い正の相関があるから（8）（エ◎），これは①と関係が深
い。牛舎分離を行なう場合には新たに専用牛舎を建てる
か規存の農用建物の一部を利用するのが普通で，この調
査でもこれらの場合がほぼ折半している。（実際には専
用牛舎の割合はもつと低いと考えられるが，調査農家に
専用の定義が不明確であつたため高い割合になった）。
したがつて宅地が広いと同時に建蔽率も低いとか，牛舎
を併設できるような農用建物の而積が大きいことなどが
牛舎分離の条件となる。正しくは牛舎分離以前の数字を
此較する必要があるが，この調査では宅地が平均135，8
〆広く，建蔽率は8．4％低くなつている。また，わずか
ではあるが住宅百積が小さく逆に農用往物面積が大きく
なつていることも，牛舎分離と関係があるものと思われ
る。
　同じ牛舎分離農家の中ではピ専用牛舎のある農家が附
属牛舎のある農家より宅地カバく建蔽率は低い。
　⑦住宅改三が進んでいる：住宅改苫の指標としてイ
ロジ，煙突のないカマド，草屋根の3っをとりあげてみ
た。いずれも牛舎分裟と強い相関が認められる。県内で
は山間地より平珪1地に，西部より中，東部にこの関係が
明瞭であるcカマドと州：屋ぷはイロリ自体と相関のある
要素（11×12）である。
　⑧　住宅の経過年数が短い：戦Z妾の新築仕亡において
住宅内牛舎が半減したことはさきにものべたが（8），これ
は住宅新築が牛舎分離のi契機になつていることを示して
いる。また，第8表の数字は注宅新築年次の新しい農家
ほど牛舎分離の進んでいることをあらわしている。経過
年数を段階に分けて比較してみても，牛舎分離農家は17
年未満　（戦後新築）が232疹，，30乍米満が41．4％を
占めているのに対し，住宅内牛舎農家ではそれぞれヱ3．（〉
％，27．3％となっている。
　第3表に示した精密調査の結果では，．1956～62年に，
zい話｝離を行なつた農家はT9，T13，　K18，の3戸であ
る。これらの農家はいずれも経営主のパ令が藩く，第1
田目の調査時から生活改菩に対する意欲の強いことザ認
められていた。3戸中2戸が生活改善の進んだ上徳丸の
農家であることにもこの間のいきさつがうかがわれる。
また；’上徳丸では第6☆に示すとおり牛舎の部分改湊も
盛んである。しかし，衛生的見地だけからノ｝、．》を分議し
たT13を除くと，牛舎分離の直接の動機としてはT9
の住宅新築，飼育頭数声加，K18の頭数増加となつて
いる。頭数増加をみたT9，　K　18は和牛飼育の玉点が
灸来の役用から繁殖用に変つている。この像かアンケー
ト調査における傾向がおおむね認められるが，牛舎分i壌
戸数が少ないのでいまのところ明確な傾陶はつかみiこく
い。
　（41農家があげた牛舎分ぽの阻害条件とその分情
　牛舎分離を阻む条件は前項の牛舎分離農家の特色を講
べることによつてほぼ明らかになつた。すなわち農家経
済力の弱さとか1戸1頭の飼育形態とそれにもとつく佐
宅間取り，佐宅（または生活）改ミ強識の低さなどがそ
れである。しかし，このほかにもより直接的な阻害条件
が考えられるので，アンケート調査では過去に住宅内牛
舎のあつた農家も含めて，佳宅内で牛を飼う理拍をあげ
てもらい，その結果を第ηメ｛に示した。ここで注意を要
することは，これらの農家の中1こは現イllの経営主が関与
する以前から住宅内牛合があつたものが多いから，とり
あげられた理由がすべて現在の経営主の意志にもとつく
ものでないという点である。
　理由のなかでもつとも多かつたのは「昔から住宅内1こ
あつたのでそのまま利用している」というので，75、6
％の農家がとりあげた。ほかの理由にくらべて平坦農家
にこの理由がとくに多いのは，住宅内で一1二を飼う強い理
白が他にあまり認められないことで，いいかえると牛舎
ぱ〈46） 尾　崎 繁・奥　村　敏　克
○ 20 家数割　合40　　60　　80（1る）
昔からあつ
た　の　で
苅零時の管
理が便利
牛の動作が
よく分る
台所の残澤
結与に便利
別練牛舎は
経費が掛る
冬季暖かい
一｝二がr↑∫愛い
財産として
重要だから
ての1まか
　　　　　0　　　20　　40　　60　　80（％）
　　第7図　控宅内牛舎を設けた理由別農家割合（1962）
分離を阻む条件が総体的にパいことを意味している。
　この1まかの理由は大別すると管理作業の便利，牛舎建
築費の安上がり，冬季川の保温，牛への愛着，財産とし
ての重要性の順となつているが，歴史的には最後の財麓
としての∬契性や愛着心が住宅詳寸牛舎のできた大きな原
却ではないかと写えられる。鳥取県では藩制時代から為
致者の和ト飼育奨励が熱心にぼなわれ，なかでも1695
年には］こを買う農家のためにジ｝二鍵制度を設けて金を
葺したことは全国的に有名であるG3）。それだけに当時
牛は財産としても労働力としてもきわめて大切であつた
ので，　身近か1こおいて監視したものと思われる。　この
点，昨今における牛の経涛1ぴ価値は相対的に非常1こ低下
している。また，題翻1痢二の名声確立に大きな力となつた
登録制度やセリ．市の繁盛｝ま，よい牛を育てるために人開
と同居までさせるという異常な愛着心をかきたてたどユ
えられる◎しかし，愛着心は高じて趣昧の養畜に堕し，
剖育管理や販売技爾の開拓力ておろそかになるという悪い
結果を招いたともいえる。いずれにしても現在では牛舎
分綾の阻害条件としてきわめて弱い。
　冬季の保温を考えた住宅内牛舎にも1昌1題がある。イロ
ジと住宅内牛舎のL、1係が深いことは，イロリによる牛舎
蓉の暖房効果をねらつたものと思われるが，その暖房効
呆や農家住宅の保温機能はきわめて低く，　筆者らの測
定（1」）によると，牛舎のある：L聞はイロリ使用の有無に
かかわらず外気温より2．0～2．4°C高かつたにすぎな
い。この程度の鋳こ温であれば，防寒構造のととのつた専
用牛合の方が舎内気侯の調節もしやすく効率的であ
る。この場合，専用牛舎にお1ナる飼育形式は，従来の
ような大面積の牛房に1ぷ飼いするのではなく，多頭
飼育や省力管理を目的としたスタンチヨソ式あるいは
ノレーズバーン式（群飼い）などをとり入れるようにし
たい。
　飼育仁理作業が便利なことは窪宅内牛舎の最大の利
点であろう。天候の不順な1工1聞農家にこの理由をあげ
た農家が多いことからもうなつ｛ナる。しかし，／1こ近の
ようにヱサを炊葬場で煮ることも少なくなり，さらに
従来，住宅内で行なわれていた／l菜が他の農用建物で
亘なわれるようなると，刊穿だけを住宅内で飼うこと
はかえつて不便を招く原田にもなる。雨雪に対しては
住宅から牛舎まで歩廊をつくるという方法もある。
W　お　わ　り　に
　近年，山陰地方の住宅内牛舎は｛主宅の新築などを契機
にしてしだいに分離改善が進みつつあるが，山刷地の小
規模な水田主体農家ではこの面の遅れが目だつ。これら
牛舎分離を阻む諸条件の中には不合理なものや妥当性の
薄弱なものがあるので，常に人蓄の保健衛生をづ：るとい
う基本的な考え方をもつてのぞみ，3舎分溺のための積
極的な努力をしなければならない。とりわけ，叡益性の
乏しい1戸1頭の多目的飼育形態を改め，多頭飼育や共
1司飼翻こもつてゆくことが牛舎分羅の決定的条件である
と考えられる。1ぷ飼育農家にみられる飼育ll川二による
注宅内牛舎廃止の現象も，結梁約にはこの条件にかなつ
たものといえる。
　なお，牛舎分離の遺渡的改1ζ；方法として，仕宅内牛舎
のまま居住部分と牛舎を壁で完全に遮断する（現在のよ
うな壁や土台ではきわめて不・1一分である）ことも考えら
れる。筆者らはこの調査結果をもとにすでに具体的な改
善プラン（15）を発表したが，ここでは紙漸の都合で割愛
した。
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Summaアy
マ
　　In　the　San－in　District，　one　of　the　m◎st　important　a面s　oξimproveme品oξfarm　houses　is　to
separate　the　Japanese　black　breed　cattle　stalls　from　the　farm　houses．　Then，　in◎rdef　to＞
m・ke　clea・’狽??@i・・d…ies・f　thersep・壬・ti…　f　that，t・ll。・d　th。　f。、t。rs　imp。di。g　the
separε1tion　inTottori　Prefecture，　theauthors　made　a　questionllaire　survey　on　180　farrn　houses　in
ユ962and　investigated　i・・de亡・il　21　farm　h・・ses　il・亡he　m・・n亡ain・・ls　par亡s　m　1956　and　1…媛．
A・・re砕we「ec・g・i・ed　th・t　th・・adi・al・・p・・ati…fth・．st・ll　did・・t　adY・・ce　i・tユ・e
¢ase　of　farm　houses　in　t｝〕e　mountains　which　have、　small　area　of　cultivate（l　land　consisting
chiefly　of　paddy　fields．　It　seems　that　this　tendency　iざaffected　most　by　the　amal玉number　of
h・・d・・nd　th・va・i・ty・f　b・eedi・g　P・・p・・es．　Aln・・g　th・f・・t・・s　ilnp・di・g　tli。、ep。。ati卯。f　th。
stalいhere　are　many三】］・gica］and　s・perf三cial　factQrs，．Acc・・d三・gly，　i亡三s　necessary　that
the　farmers　a茎ways　make　an　effort　to　separate　tlle　stall　from　hygienical　standpolnt、
s
